
 

2016 年 3 月 2 8 日 

札チャレラジオ通信 第 12 回 

 

岡野：三角山放送局をお聞きの皆さん、こんにちは。1 月から始まりました札チャレラジオ

通信です。私は本日パーソナリティの NPO 法人札幌チャレンジド事務局の岡野です。よろ

しくお願いします。 

 

この札チャレラジオ通信は、自立を目指す障がいのある人が IT でマザル、ハタラク、拓き

あう社会を作りたい、との思いで活動している NPO 法人札幌チャレンジドが毎週月曜日の

この時間に札幌チャレンジドの活動内容をお伝えする番組です。 

2016 年 1 年間放送します。 

 

今日は理事長の加納さんと番組を進めていきます。加納さん、よろしくお願いします。 

加納：はい、よろしくお願いします。 

 

岡野：先週は大学生のボランティアさん、お二人をお招きしました。 

加納：僕らと違ってなんかウキウキしましたね。 

 

岡野：今日は実際、大学関係の方をゲストにお呼びしております。 

札幌学院大学、キャリア支援課課長でいらっしゃいます加藤祐司さんです。札幌学院大学様

とは昨年インターンシップで札チャレと学生さんとの付き合いを開始しました。加藤さん、

よろしくお願いいたします。 

 

加藤：よろしくお願いいたします。 

加納：お願いします。 

 

岡野：まずは最初に加藤さん、自己紹介をお願いできますでしょうか。 

 

加藤：ただいまご紹介いただきました、札幌学院大学キャリア支援課の加藤と申します。本

日はよろしくお願いいたします。このようなラジオ出演は初めての経験ですので多少緊張

しておりますけども、かまないように頑張ってみたいと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

 

加納：みんな最初は緊張しますから、よろしくお願いします。 

 



 

岡野：ユーストリームという映像も実は流れているんですが、今日は残念ながら調子が悪い

ということで、 

加納：残念ながら。 

岡野：声だけの放送となってしまいますけどよろしくお願いいたします。 

 

まず、加藤さんの所属ということで、札幌学院大学さんのキャリア支援課というところです

が、具体的にどういう内容なのかお教えいただけますか。 

 

加藤：今、ご紹介いただいたように大学でキャリア支援課という部署に所属しておりまして、

簡単に申しますと学生たちの卒業後の進路について各種の指導、それから支援を行う部署

になります。 

 

課には私を含め 6 名で業務に今当たっておりますけども、進路支援といいましても学生で

すので、大半が卒業後就職、民間企業ですとか、公務員等への就職を希望しますので、どち

らかというと、そのような方々への就職相談、それから就職活動をするにあたっての各種支

援、こちらのほうが中心の業務となります。 

 

この 4 月から今 4 年生となる学生たちの就職活動が現在活発に行われておりますけども、

おそらく市内中心部等でもリクルートスーツを着た学生を多く見かけることが最近増えて

きたのではないかと思っておりますが、私どもも現在こういうような業務柄、学生からの依

頼を受けて履歴書、それからエントリーシートという企業さん側が求める履歴書みたいな

ものですよね、そういう資料の添削ですとか、それから面接トレーニングを日々今、行って

いるところでございます。 

 

岡野：昔、私たちが学生の頃は就職課という名前が結構ありましたよね。 

 

加藤：うんうん、そうですね。 

 

岡野：それって同じ業務なのですか。 

 

加藤：それぞれ卒業後の進路っていうのは先ほど申しましたようにいろいろ違いますし、そ

の子のキャリアっていわゆる人生の、ただ就職だけを考えるんではなくて、その子の人生プ

ランですよね、そういうこともちゃんとトータル的に支援していこうというような取り組

みでございます。 

 

岡野：それでキャリア支援課っていう名前になったのですね。 



 

 

加藤：そうでございます。 

 

岡野：なるほど。今年の就職活動っていうのは 3 月からスタートって聞いていますが。 

 

加藤：そうです。昨年から学生たちの就職活動のスケジュールが変わりまして、4 年生にな

る直前の 3 月から、従来は 12 月からスタートしていたんですけど、ちょっと早すぎるの

じゃないかということで、もう少しちゃんと勉強させなさいという趣旨から、しっかり 3

月は春休み中ですので、そのような時期から活動させているというのが現状ですね。今、ま

っただ中でございます。 

 

岡野：今日は本当に忙しいところなのですね。 

 

加藤：とんでもございません。 

 

岡野：ありがとうございます。 

 

加藤：こちらこそよろしくお願いします。 

 

岡野：そこで、キャリア支援課さんの中で、障害のある方への対応というのがあると思うの

ですが、どのように札幌学院さんでは対応されているんですか。 

 

加藤：基本的には一般の健常者と分け隔てなく対応しているところですけど、ただ、こと就

職という部分でいけば、中には一般就労がなかなか困難な各種の障害を抱えた学生もおり

ます。活動前の初期段階としては、まず障害の程度などについて、当然指導教員がおります

のでその者と、それから学内組織、教務課ですとか学生と携わる他部署があるんですけども、

そういう所と連携を図りながら、まずその子がどういう状況にあるのかというのを初期段

階では把握することにまず努めております。 

 

それを前提といたしまして 3 年次、彼らが就職活動の直前期の 3 年次の秋くらいには進路

等に関する個別相談も今行っております。だいたい一人 20 分ぐらいで行うのですけども、

長ければ 30 分ぐらいになりますが、一人一人と行います。 

 

それに加えて、実は一昨年度から卒業後の進路について考えていただきたいという目的で、

障害のある学生のための進路セミナーというものを全学年の学生を対象に開催しておりま

す。 



 

このセミナー、実は札幌チャレンジド様に多大なるご協力をいただいて、就職に役立つ情報

ですとか、それから資源などについて提供いただいたりしております。我々キャリア支援課

からも障害のある学生の過去の就職状況、キャリア支援課ってこういうとこだからこうい

うふうに利用してくださいねっていう、いわゆる啓発です。 

そういう点を主に説明しているんです。それが終わってから、就職に向けて、実際の先輩か

らのアドバイスということも情報交換の一部として、彼らも先輩も各種の障害を抱えなが

ら社会に出ているもので、出ている出席者と気持ちもわかりますし、そういう立場で個別相

談なども今、行っているところです。 

このセミナーには保護者の方もご参加をいただいております。 

 

岡野：昨年の進路セミナーには、私どもも参加させていただき、確かにご本人プラス親御さ

んが参加していた方々も結構いらっしゃいましたよね。 

 

加藤：そうですね。 

 

加納：就職するまでは親は心配ですよね。 

 

加藤：そうですよね。 

 

加納：特に障害のあるお子さんの親となると一緒に出掛けていって一緒に勉強したいって

いう方が多いのでしょうね。 

 

加藤：そうですね。 

 

岡野：しかも障害のある方だけの進路セミナーっていうのを個別にされているっていうの

を聞いて、すごい！そういうところにスポットを当ててしっかりされているなっていうよ

うな印象ありましたよね。 

 

加藤：そうですね。やはり従来であれば、本学も数年前から進路支援というもので受け入れ

はしていたんですけど、進路支援っていうものに対してどんどん積極的に支援していく必

要があるんじゃないかということを考え、その一端が実は札幌チャレンジド様のインター

ンシップに結び付いたと思います。 

過去はたぶん、そういった学生はあきらめていた部分もあると思うんですね。ただ一般就労

ではなくて、トレーニングを積んでから社会に出る準備っていうこともできるんだよって

いうのをわかっていただきたくて今、取り組んでいるところですね。 

 



 

岡野：そういう事もあって、インターンシップをずっと続けられているんですよね。 

 

加藤：そうですね。 

 

岡野：これは、いつごろから実施されているんですか。 

 

加藤：実は昨年の夏からですね。一般学生はずっともうかなり前から取り組ませてはいるん

ですけども、特に障害を抱えた学生さんに対してというところでいけば、そういう切り口で

行けばほぼほぼ昨年から、昨年の夏に札幌チャレンジド様にお世話になってからってこと

になりますね。 

 

加納：じゃあ、あれは第 1 号だった。 

 

加藤：大変助かりました。昨年は 6 名お世話になりました。 

 

岡野：障害のある方のインターンシップということを考えられた目的っていうか、理由って

いうのがあると思うんですけども、お聞かせいただけませんか。 

 

加藤：一般学生と同様に就労、彼らも生きていかなきゃいけないっていうこともあって、先

ほど申しましたようにあきらめていた部分があったり、ただそういうトレーニングをさせ

てきっかけづくりを与えることによって、卒業後そういう就労を真剣に考える機会も増え

てくるんじゃないかなってふうに思っていましたので、もっともっと今度は一般企業のほ

うに受け入れをご理解いただける企業様、そちらの企業様にぜひチャレンジさせたいって

ふうには思っておりますね。 

 

岡野：昨年、6 名の方来ていただいて、私どもの活動を実際に体験していただいて、最後に

加納さんと私の方で振り返りをさせていただいたときに、結構皆さん方目を輝かせながら、 

 

加藤：そうですね。 

 

岡野：自分でもこういうのができたとかね、パソコンで仕事ができたっていう感想を持って

らっしゃったような印象が残っているんですけどね。 

 

加藤：そうですね。体験した 5 日という期間でしたけど、戻って帰ってきて報告に我々の

ところに来るんですけど、相当 5 日間だけでも成長していますし、前向きな言葉っていう

ことも聞けましたので、一定の効果はあるんだなっていうふうには感じていました。 



 

 

岡野：ちゃんと報告に行かれるんですね。学生さん。 

 

加藤：来ますね。ちゃんと報告書も提出させますし。 

 

岡野：素晴らしいですね。最近、社会人でも報告しないという人もいますけど。 

 

加納：報・連・相（ホウレンソウ）は大切。 

 

加藤：それもトレーニングの一つですよ。 

 

岡野：話はいろいろあるかと思いますが、この辺でリクエスト曲に移りたいと思います。 

今日の加藤さんのリクエスト曲を、ご紹介いただけますか。 

 

加藤：いろいろ迷ったんですけども、「Dreams Come True 」で「何度でも」をお願いい

たします。 

 

 

 

岡野：札チャレラジオ通信の後半に移ってまいりましょう。前半はインターンシップについ

て途中になってしまったんですけども、今回6 名のインターンシップの方っていうことで、

手帳を取得されている方がたしか半数で半数は持たれてない方の参加だと思いますが、こ

の参加に当たっての人選は、希望者だとか、大学で選定したのですか。 

 

加藤：そうですね。たぶん岡野事務局長も加納理事長もご存じだと思うんですけども、二通

（につう）という本学に専門の教員がおりまして、自助グループを作ってそういった学生さ

んを集めて、日々社会に出るためのトレーニングとかいろんな機会を与えてやってるんで

すけど、二通に声をかけてもらって、実はこういうような取り組みがあるから、ぜひ君も応

募してみんかっていうふうにお声をかけていただいたっていうこともありますし、当然そ

れ以外にも我々サイドから抑えている学生に対して直接アプローチをかけたっていうケー

スもありましたね。結果的には 6 名という結構人数的には多いか少ないかは別として、ち

ゃんと手を挙げてきたというような状態ですね。 

 

岡野：今までも札幌チャレンジドってインターンシップの方を受け入れているんですけど、

だいたい一つの大学では 2 名程度で 1 週間でしたが。今回、札幌学院大学さんが最初 6 名

いう人数で来たときに、3 週間どうやってやったらいいのか。 



 

 

加藤：お手数おかけしました。 

 

岡野：いえいえとんでもない。ただ実際いろいろな障害をお持ちの方だとか、手帳をお持ち

じゃないんですけども、こういうところで体験をしてみたいという方がいらっしゃったり

とか、実際に来ていただいて、我々事務局も結構勉強になったというのがあったのかなと思

っているんですよね。 

 

加納：その若い子どもたちが実際にどういうことを考えているのか、感じているのか。みん

な生きづらさをいろんなところで感じていて、自分の自身の課題認識も少しずつ生まれて

きていて、その辺も直接聞けるとね、我々はどういうことをもっとやっていかなきゃいけな

いのかとか、こういうサポートも必要なんだなとかすごい勉強になりましたね。 

 

岡野：そうですね。ちょうど 3 年前になるんですかね。加納さんと私立大学さんを回らさ

せていただき、障害のある学生さんの就職についていろいろ聞いた事があるんです。 

大学によって結構認識度の高いところとか、認識はしているんだけどなかなか手が回らな

いとかいうところもあったんですが、札幌学院大学さんは何かこの障害のある方の就職だ

とか、そういうことになんか具体的な対策を打たれている事をお聞きしましたが。 

 

加藤：我々はかなり以前から、もう 10 年以上、15 年くらいになりますかね、そういう身

体含めて精神も含めて障害を抱えている方に対する学内生活全般の補助っていうか、当然

学校に来てしまうと授業だけではなくて 1 日学校の中で生活することになります。 

 

教室の移動であったりとか、お昼はご飯食べなきゃいけないですし、相当数身体に障害を抱

えている学生、もちろん車いすの介助であったりとか。 

 

耳が聞こえない聴覚障害の方も実は通学されています、そういった学生さんに対しては先

生が背中を黒板のほう向いて背中を向かれると何を言っているのかわからないんですね。 

 

読唇術で読み取れる子もいますが、そういう方々のために、いわゆるノートテイカーという

か、パソコンテイカーというか、障害者の受けている横について、今先生こういうことしゃ

べっているよというのを書いてあげたり、それからパソコンで打って、今先生こういうこと

を話しているよと教えてあげたり。 

 

ですから健常者と同様の、通常の授業を受けられる体制を整えてもらっているというか、や

っていますね。 



 

 

ただ先生の話すスピードも一定じゃないですし、速い方もいればゆっくりお話ししてくれ

る方もいるんですけど、彼らは日々トレーニングっていうか日々勉強をしてそういう技術

を高めています。 

 

大学ですから専門の言葉も出てきますし英語だってありますので、そういうことをしっか

り自分たちでトレーニングして勉強、研鑽を積みながらよりよいテイク環境っていうのを

たぶん構築されているんじゃないかなと。彼らには本当頭が下がるんです。 

 

そういうに、かなり前からバリアフリー委員会という学生で組織する委員会がありまして、

彼らが主体となって今、行っています。 

 

岡野：学生が主体の委員会があるんですか。 

 

加藤：そうです。大学側も当然関わるんですけど、会議体の主導は彼らが全部行います。 

車いすできた子は朝、親御さんが届けてくれて、じゃあ今日 1 日面倒見ますのでという形

ですよね。 

 

岡野：いつ頃からバリアフリー委員会は活動を。 

 

加藤：10 年以上前からですね。北海道ではたぶん他大学に先駆けて取り組んだんじゃない

かと認識していますね。 

 

岡野：ここの委員会のメンバーが先ほどの聴覚の方、隣でパソコンを打ったりとか。 

 

加藤：そうですね。 

 

岡野：今、人数ってどのぐらいいらっしゃるんですか。 

 

加藤：すいません、ちょっと調べていませんが、一時は 100 名ぐらい所属していました。

彼らは自分たちの授業もありますので。 

 

岡野：そうですね。学生さんですもんね。 

 

加藤：合間見て、担当できる人たちで持ち回りでやっているんですね。 

 



 

岡野：それを発足させたのは学生さんの発想なんでしょうかね。 

 

加藤：そもそも私が教務担当していた頃だからなので結構前なんですが。 

ある耳の聞こえない学生さんが入学されて、1 年間で数単位しか取れなかったんですね。そ

ういうことがあって、まだバリアフリー化というのがそこまで認知されていないときに、な

んでこんなに単位が少ないんだろうって不思議に思ったときに、よくよく聞いたら僕のし

ゃべっている声が聞こえてなかったんですね。そういうのがきっかけで学内的に働きかけ

たという経緯がありますが、今ではこんなしっかりとした組織になってすごいなって思っ

ています。 

 

岡野：先ほどの聴覚でのパソコンのほかにどういう活動をされているんですか？バリアフ

リー委員会は。 

 

加藤：主にそこがメインだと思います。 

 

岡野：なるほど。車いすの方の移動の関係とか聴覚の方への支援ですね。 

 

加藤：そうですね。たぶんいろいろ見えないところでサポートはしていると思うんですけ。 

 

岡野：素晴らしいことをお聞きしました。 

あとキャリア支援課として就職についてお聞きしたいんですけど。障害者手帳をお持ちの

方、そうでない方と健常者の方は当然就職率は違うのかなとは思うんですけども、その辺は

札幌学院大学さんではどういうふうな形で捉えていらっしゃるんですか。 

 

加藤：実際就職活動となると手帳があったほうが当然有利に働きます。これは採用する側も

法定雇用率の関係も出てきますので、採用しやすいといったら語弊があるかもしれないん

ですけど、採用する一つの基準にしていると思うんですね。 

本学の卒業生も、教員を始め公務員の行政職に障害者として合格されて社会に出ている方

もおりますし、民間企業でも正社員とか契約社員として採用されていますので、数字で表し

ますと過去 10 年をさかのぼると、6 割強の学生がそういった障害者手帳を持って就職を

実現しているんですね。 

じゃあ実際手帳のない方の就職活動ってどうかっていうと、かなり苦労しているのが現状

でございます。これ、数字上でしか把握できませんけども、これを見る限りは手帳を持たれ

て活動したほうが、就職には企業様も採用しやすいのではないかと認識しています。 

 

岡野：私たちも手帳を持たれてない方で、もしかすると障害のある方をグレーゾーンという



 

表現でお呼びするときもあるんですが、学内でもかなりそういう学生さんがいらっしゃる

のではと思いますが。 

 

加藤：そうですね。そう思いますね。難しい問題ですよね。その手帳の取得に関しては。 

 

加納：受容といって、受け入れるに容認の容で受容っていうんですけど、受容するのは本人

なので、本人が何かのいろんなきっかけでそういうものを徐々に受け入れてくるでしょう

から、それこそ札チャレのインターンシップなんかもね。手帳のない人も今回、去年来てい

ただきましたけど、まさに受容の一つのきっかけに。なかなか自分の中でまだ悩んでいるん

だけど、なんか札幌チャレンジドという所に関心を持って、行ってみようかっていって来て

いただけたのかなと思ってます。 

 

加藤：その通りですね。おっしゃる通りですね。 

 

岡野：インターンシップに来ていただいた方に最後に感想を聞いたとき。自治体に就職を目

指す方がいらっしゃったんですけども、その方が後日有った札幌学院大学さんの障害者の

進路セミナーにお母さんと来られていたんです。札幌チャレンジドのインターンシップに

来られたときには、まだその受容というか障害者手帳を持って障害者枠での就職をまず考

えていなかったんじゃないのかな。その方がお母さんと一緒に参加されていたのを見て、本

人の生活、これからのことを考えると、そのインターンシップ一つが、私どもがお役に立て

たんじゃないのかという気がしていました。 

 

加藤：その通りですね。 

 

岡野：最後の、エンディングの曲が流れてきました。あとわずかで今日の放送が終わります。

今日は札幌学院大学のキャリア支援課課長の加藤課長に来ていただいて、札幌学院大学さ

んの内容、あるいは昨年私どもで行ったインターンシップの内容についてご説明をさせて

いただきました。最後に今後の学生さんへの対応について、時間がほとんどないんですけど、

一言お願いできますか。 

 

加藤：今年の 4 月から障害者差別解消法も施行されるということもあって、今まで以上に

より法律に準拠した形でサポートしていきたいというふうに考えております。 

 

加納：ぜひ、まだ去年初めて一緒にしたとこなので、10 年ぐらいかけて一緒にいろんなノ

ウハウを積み重ねていってもらいたいなと。 

 



 

岡野、加藤：そうですね。 

 

加納：一緒に勉強させていただきたい。 

 

加藤：こちらこそよろしくお願いいたします。 

 

岡野：大学を卒業してすぐ就職に結びつけばいいんでしょうけども、そうならない方の、少

しでも一般企業とは別のこういうところがあるんだというのをご理解いただければなと思

います。それでは、札チャレラジオ通信第 12 回目、これで終了とさせていただきます。ど

うもありがとうございました。 

 

加納、加藤：ありがとうございました。 


